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監督検査・施工管理見直しＷＧ

監督検査・施工管理見直しＰＴ

４．中部地整における建設ICT導入普及の取組み

技術管理課

監督検査・施工管理見直しPTの活動

活動内容

●ICTの活用による効率的、効果的
な監督検査方法の検討
→検討のためにWGを開催

●出来形管理要領（案）改訂（全国）

●ICTﾊﾞｯｸﾎｳ施工要領（案）改訂

●受発注者合同説明会において監
督検査要領等の周知を図る

成果

●建設ICT関連要領を作成

●建設ICT関連要領の周知
・従来施工との変更ポイント

目的：施工者希望型での活用を円滑に進めるため、各種基準と監督員の受け入れ体制強化

今後の目標：「建設ICT関連要領」の内容充実と現場への浸透

今後の活動方針
●「建設ICT関連要領」の内容充実
●同要領を現場に浸透

具体的な活動 → 技術者育成PTに統合
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情報化施工技術を活用した施工管理、監督検査

≪ 受注者の対応 ≫
● 施工管理データの取得により、トレーサビリティの確保、高精度の施工、データ管理の

簡素化、書類作成の負担軽減等が可能となる。
⇒ 情報化施工機器の適切な調達と管理、適切な施工管理下での施工

≪ 発注者の対応 ≫
● 監督時に従来の現場確認が、施工管理データの数値チェック等にて代替可能となる。
⇒ 施工前に測量機器の検定証明やソフトウェアの仕様等を確認

● 検査時に出来形 ・ 品質管理規格値等の確認が、数値の自動チェックにて効率化される。
⇒ 取得された施工管理データの一部を確認（検査方法は従来どおり書面と実地検査）

≪ 施工管理及び監督 ・ 検査に関する要領 ≫ （ Ｈ24. 3.29 通達 国官技第 347号、国総公第 85号 ）

● ＴＳを用いた出来形管理
① ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）
② ＴＳを用いた出来形管理の監督 ・ 検査要領（河川土工編）
③ ＴＳを用いた出来形管理の監督 ・ 検査要領（道路土工編）
④ ＴＳを用いた出来形管理要領（舗装工事編）
⑤ ＴＳを用いた出来形管理の監督 ・ 検査要領（舗装工事編）

● ＴＳ ・ ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理
① ＴＳ ・ ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領
② ＴＳ ・ ＧＮＳＳを用いた盛土の締固めの監督 ・ 検査要領
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情報化施工技術を活用した施工管理（検査時相違点）

≪ ＴＳ出来形管理（土工） ≫
● 出来形の計測データが連続的相関を持ったデータであり、 小限の確認で精度検証が

可能なため、写真管理箇所と検査密度を低減

・ 写真確認 ： 法長 、幅 ２００ｍに１回 ⇒ １工事に１回（掘削後、施工後）
・ 実地検査 ： 基準高、幅、法長 ２００ｍに１箇所 ⇒ １工事に１管理断面

≪ ＴＳ出来形管理（舗装工） ≫
● 出来形の計測データが連続的相関を持ったデータであり、 小限の確認で精度検証が

可能なため、写真管理箇所と検査密度を低減

・ 写真確認 ： 幅 各層毎 ８０ｍに１回 ⇒ 各層毎 １工事に１回（整正後）
・ 実地検査 ： 基準高、幅 ２００ｍに１箇所 ⇒ １工事に１管理断面

コアー検査 １０，０００㎡に１箇所 ⇒ １工事に１管理断面

≪ ＴＳ ・ ＧＮＳＳ締固め管理（盛土） ≫
● 試験施工により転圧回数を求め規格値とするため、現場密度試験を原則省略

・ 写真確認 ： 現場密度試験の原則省略以外は通常工事と同様
・ 品質管理 ： 現場密度試験１，０００㎥に１回、５，０００㎥未満は１工事３回以上 ⇒

試験施工結果の確認（締固め回数、走行軌跡、ログファイル）

※ 要領の掲載ＨＰアドレス（ 中部地整ＨＰホーム ≫ 建設 ＩＣＴサイト ≫ 施工者希望 ）
http://www.cbr.mlit.go.jp/kensetsu-ict/ict-proposal.html
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